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★今月
こんげつ

の星
ほし

もよう★ 
  １０月の宵

よい

の頃
ころ

、西
にし

の空
そら

にはまだ夏
なつ

の大三角
だいさんかく

が見
み

えています。アルタイルとベガは同
おな

じくらいの高
たか

さで西の空に

並
なら

び、やや高
たか

いところにデネブを見つけることができます。一方
いっぽう

、天頂
てんちょう

から東
ひがし

の空にかけては秋
あき

の星座
せ い ざ

が勢
せい

ぞろ

いしています。まずは、天頂あたりを見上
み あ

げて秋の四辺形
しへんけい

を探
さが

してみましょう。秋の四辺形はアンドロメダ座の α
アルファ

星
せい

アルフェラッツと、ペガスス座の胴体
どうたい

部分
ぶ ぶ ん

を作
つく

る３つの星、α星マルカブ・β
ベータ

星シェアト・γ
ガンマ

星アルゲニブを結
むす

ん

でできる四
し

角形
かくけい

です。ペガスス座の 頭
あたま

はみずがめ座の

方向
ほうこう

に、前足
まえあし

ははくちょう座の方向にのびていますが、胴

体より後
うし

ろはあまりにも早
はや

く天
てん

を駆
か

けているので見えない

のだそうです。アンドロメダ座のα星アルフェラッツは「馬
うま

」

または「馬のおへそ」という意味
い み

ですが、これはこの星がペ

ガスス座とアンドロメダ座の両方
りょうほう

に所属
しょぞく

していたためで、１

９２８年の国際
こくさい

天文
てんもん

連合
れんごう

の総会
そうかい

で星座の境界
きょうかい

線
せん

が定
さだ

められ

た時
とき

に、アンドロメダ座の星となりました。もしペガスス座

の星になっていたら、アンドロメダ姫
ひめ

の頭が無
な

くなってしま

うところでした。しかし、星の名前
な ま え

は「アルフェラッツ」のま

まなので、お姫様
さま

の頭の星名
めい

が「馬のおへそ」なのはちょっ

とかわいそうですね。 

 ★紫
し

金山
きんざん

・アトラス彗星
すいせい

★ 
 ２０２３年１月９日に発見

はっけん

された紫
し

金山
きんざん

・アトラス彗星
すいせい

が、

10月に肉眼
にくがん

で見られるのではないかと期待
き た い

されています。 

彗星は「ほうき星
ぼし

」といわれ、流
なが

れ星（流星
りゅうせい

）と混同
こんどう

されがちで

すが、流れ星が宇宙
うちゅう

の塵
ちり

が地球
ちきゅう

の大気
た い き

と衝突
しょうとつ

して発光
はっこう

する

現象
げんしょう

で、一瞬
いっしゅん

で天空
てんくう

を流れるように見えるのに対
たい

して、彗星は

氷
こおり

やガス、塵でできた小天体
しょうてんたい

で、太陽
たいよう

の周
まわ

りを公転
こうてん

し、尾
お

を引
ひ

いたまま天空に留
とど

まって見えるという違
ちが

いがあります。 

この彗星は、今年
こ と し

７月には「彗星の核
かく

が崩
ほう

壊
かい

しつつあるので

は」と心配
しんぱい

されていましたが、８月下旬
げじゅん

にNASA
ナ サ

の衛星
えいせい

により、

彗星は原型
げんけい

を保
たも

っていることがわかりました。１０月上 旬
じょうじゅん

は明
あ

け方
がた

の東の低
ひく

い空、３等
とう

前後
ぜ ん ご

の明
あか

るさで見えます。１２日以降
い こ う

は日没後
にちぼつご

の西の低い空で見えますが、日
ひ

に日に３等

から６等へと次第
し だ い

に暗
くら

くなっていきますので、双眼鏡
そうがんきょう

があると探しやすいでしょう。6～10倍
ばい

のできるだけ口径
こうけい

の

大
おお

きな視野
し や

の明るい双眼鏡がおすすめです。彗星は日々
ひ び

位置
い ち

が変
か

わるので、最新
さいしん

の情報
じょうほう

を確認
かくにん

しながら、東と西

の低い空が見
み

渡
わた

せる場所
ば し ょ

で観察
かんさつ

してみましょう。 

★後
のち

の月
つき

・十三夜
じゅうさんや

★ 
 十五夜

じゅうごや

の月見
つ き み

（ 中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

）は中国
ちゅうごく

から伝
つた

わった風習
ふうしゅう

が日本
に ほ ん

の月を祀
まつ

る風習と合
あ

わさったものでしたが、

十三夜
じゅうさんや

は日本独自
ど く じ

の風習として広
ひろ

まりました。旧暦
きゅうれき

の９月１３日の、ほんの少
すこ

し欠
か

けた十三夜の月を鑑賞
かんしょう

すること

で季節
き せ つ

の変化
へ ん か

や秋の深
ふか

まりを感
かん

じるのは、日本独特
どくとく

の感性
かんせい

ではないでしょうか。十五夜の月が一番
いちばん

美
うつく

しいとされ

ますが、それと同じくらい十三夜の月も美しいとされています。 

 また、十三夜の月は「栗
くり

名月
めいげつ

」や「豆
まめ

名月
めいげつ

」とも呼
よ

ばれます。この時期
じ き

に収穫
しゅうかく

される栗や豆など秋の実
みの

りに感謝
かんしゃ

す

る風習として広まりました。今年の十三夜は１０月１５日で、十三夜のお月見は「後
のち

の月見」と呼ばれるそうです。お

団子
だ ん ご

を１３個並べ、枝豆
えだまめ

や大豆
だ い ず

とともに２回目のお月見を楽
たの

しんではいかがでしょうか。 

 

  ☆１０月のプラネタリウムの内容
ないよう

については、別
べつ

刷
ず

りの「投影
とうえい

案内
あんない

」をご覧
らん

ください 

☆プラネタリウムのお休み 10／7（月）、15（火）、16（水）、21(月)、28（月） 

豊川市ジオスペース館 

10月 19日 19：30 
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 今年
こ と し

最
もっと

も地球
ちきゅう

に近
ちか

い１０月１７日の満月
まんげつ

は、最も

遠
とお

い満月だった２月の満月と比較
ひ か く

すると、視
し

直径
ちょっけい

が約
やく

12 パーセントも大
おお

きく見
み

えます。月
つき

と地球の距離
き ょ り

が

変化
へ ん か

するのは、地球の周
まわ

りをまわる月の軌道
き ど う

が楕円
だ え ん

を描
えが

いている上
うえ

、太陽
たいよう

や地球の重 力
じゅうりょく

の影響
えいきょう

を受
う

けて、軌道

が複雑
ふくざつ

に変化しているためです。 

 

3日（木）    新月
し ん げ つ

 

6日（日）   細
ほそ

い月
つき

と金星
きんせい

が並
なら

ぶ 

１1日（金）      上弦
じょうげん

 

  13日（日）   紫
し

金山
きんざん

・アトラス彗星
すいせい

が地球
ちきゅう

に最接近
さいせっきん

 

14日(月)   月と土星
ど せ い

が接近 

15日（火）   後
のち

の月（十三夜
じゅうさんや

） 

17日（木）    満月
まんげつ

 スーパームーン 

今年
こ と し

、月との距離
き ょ り

が最近
さいきん

（３５万 7175Km） 

２4日（木）      下弦
か げ ん

 

10月中旬午後 8 時頃の星空 

提 供  国立天文台 

星座絵  ©長谷部 孝男 

★ 10月の主な天文現象 ★ 

土星 


	R6-10月号（修正版）.pdf
	R6ー10月号（第725号）うらd（修正版）

